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	応用
	抗原情報
	背景
	神経上皮幹細胞の分化および神経発生に関与する転写共役因子。特に、水晶体上皮細胞の遺伝子調節およびストレス応答に関与する。水晶体上皮細胞から線維細胞の終末分化において重要な役割を果たす可能性がある。ストレス誘発性アポトーシスにおいて保護的な役割を果たす可能性がある。アイソフォーム 2 はより一般的で強力な転写共役因子である。アイソフォーム 2 は、pre-mRNA スプライシングを調整するアダプターとしても機能する可能性がある。レンチウイルス統合における細胞補因子。組織特異性：広く発現している。胸腺で高レベルに発現。胎児および成体の脳で発現。ニューロンで発現するが、アストロサイトでは発現しない。成体脳と比較して胎児脳で著しく増加している。成体脳では、脳室下帯 (SVZ) および海馬で発現し、他の部位では検出されない。胎児脳では、胚神経上皮および皮質板領域で発現する。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	赤: コントロール抗原 (100 ng); 紫: 抗原 (10 ng); 緑: 抗原 (50 ng); 青: 抗原 (100 ng);
	

	PSIP1マウスmAbを用いたHepG2（1）、Jurkat（2）、K562（3）、Cos7（4）、PC-12（5）、Hela（6）、およびNIH/3T3（7）細胞溶解物に対するウエスタンブロット解析。
	

	PSIP1マウスmAb（緑）を用いたNIH/3T3細胞の免疫蛍光染色。赤：アクチンフィラメントをAlexa Fluor-555ファロイジンで標識。
	

	DAB 染色による PSIP1 マウス mAb を使用した、パラフィン包埋ヒト乳がん組織 (左) と卵巣がん組織 (右) の免疫組織化学分析。
	

	DAB 染色による PSIP1 マウス mAb を使用した、パラフィン包埋ヒト肺癌組織 (左) と脳組織 (右) の免疫組織化学分析。

